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ありがとうはおたがい様の心
山形県　上山市立南小学校　６年
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　青と赤のサインポールが楽しそうに回っています。ちょっとお店をのぞいてみると、母とお客さんがいました。
「ただいま。」いつものように声をかけると「おかえり。」と、お店の方から母の声。母とお客さんとの楽しい会話とともに私をむかえる声が聞こえてきます。しばらくすると、「いつもありがとうございます。また、お願いします。」「いいえ、こっちこそきれいにしてくれて、ありがとうね。またよろしく。」心が温かくなるそんなひと時です。私の家では「ありがとう」がいつもひびき合っています。
　私の母は床屋さんです。母は、床屋さんは天職だといっていました。お客さんのかみを切って気持ちよくしてあげることができるし、お客さんと話すことも楽しいそうです。床屋さんという仕事に生きがいを感じているといっていました。
　でも、私が小さい頃、母とお客さんとの会話で、ちょっと不思議に思うことがありました。それは、母が「ありがとうございました。」というのはあたり前だけど、なぜお客さんが「ありがとう。」というのかということです。そこで知り合いのおばさんにそっと聞いてみました。そしたら、「確かにお母さんは、お客さんにありがとうというよね。やっぱりお金がはいるし、また来てほしいから。でも同じなんだよ、私も。お母さんからかみを切ってもらい、きれいにしてもらってうれしいんだよ。だからありがとうなんだ。おたがい様って感じだよ。そのおたがい様っていう気持ちがありがとうなんだよ。おたがいにありがとうということでおたがいの気持ちが通じ合うんだよ。」そうか、そうなんだと、その時あらためて思いました。
　そういえば、私もこんな経験があります。友達から、この勉強がわからないから教えてといわれて、教えてあげました。そしたら「ありがとう。」といわれ、わかってくれてうれしいな、という気持ちでいっぱいになりました。私としては、そんなにたいしたことをしたとは思わなかったのですが、友達からのその一言は私の心を明るくしてくれました。何げない「ありがとう。」の一言は、おたがいの心をやさしくそして明るくしてくれます。
　先日、私と同じ六年生の女の子が連れ去られるという事件がありました。また、自分の家に火をつけ、大切な家族の命をうばうという痛ましい事件もありました。人ごとだとは思えない悲しいできごとでした。どうして、そんな悲しい事件が起きるのでしょう。きっと事件を起こした人達は、自分のことしか考えていないのだと思います。おたがい様の心が失われているのだと思います。自分だけ、自分のことだけ。相手の気持ちを考えず、自分の気持ちだけで生きている。そんな悲しい心を少しでもなくし、痛ましい事件がなくなるようにできればと思います。
　でも、私にできることは限られています。その一つが「ありがとう」の輪です。私の家では、仕事がら母を中心に「ありがとう」が普通にひびき合っています。私は「ありがとう」は、人を元気にし、おたがいの心をやさしくする言葉だと思います。「ありがとう」はおたがい様の心の表れです。母とお客さんの姿を見ていると「ありがとう」はおたがいを気持ち良くしてくれています。みんなおたがい様なのです。そういうおたがい様の気持ちをもっていれば、人の心をきずつけたり、いやな事を平気で行うことは少なくなっていくと思います。まずは家庭の中で「ありがとう」を広げていくことです。母はこんなことを言っていました。「ありがとうは魔法の言葉。ありがとうからは、ありがとうの心が生まれるんだよ。人は一人では生きていけないからね。ありがとうはおたがい様の心だよ。」私もその通りだと思います。各家庭の中で、「ありがとう」がひびき合っていけば、そしてそれが社会全体に広がっていけば、自分の事だけを考えるのではなく関わっているみんなの事を考えるようになり、おたがいに感謝する気持ちが深まり、明るい社会を築いていけるのではないでしょうか。
　悲しい事件を少しでもなくせるように、私も母を見習い、「ありがとう」の輪をもっともっと広げていきたいと思います。
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